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名取市マスコットキャラクター 

「カーナくん」 

宮城県内自治体初！ 

「エコ通勤優良事業所認証」を取得 

 

名取市職員による公共交通通勤 

チャレンジデー参加状況調査報告書 

 

１. 調査概要 

   令和5年9月～令和6年 1月までの期間実施した「公共交通通勤チャレンジデー」 

の参加状況を詳細に把握するととともに、その成果・課題を分析し、市民や市内事業 

者への公共交通利用促進の働きかけ（モビリティ・マネジメント）に活用するためアンケ 

ート調査を実施した。 

 

【対象職員】 

令和5年5月 18日に実施した通勤実態調査にて対象となった一般職員等（任期付 

職員、再任用職員、派遣職員） 491 人  

※保育士,消防職,会計年度任用職員,業務委託により当市に派遣されている職員除く 

 

【調査期間】 

   令和 6年 2月 16日（金）～令和6年2月29日（金） 

   

  【回 収 数】 

   アンケート回答者数  392人 （ 回答率：約79.8％ ）  
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２. 公共交通通勤チャレンジデー実施概要 

 

【背景 ・ 目的】 

   地域公共交通の維持・確保に対する意識の向上及び、市職員の健康増進を図るとと 

   もに、公共交通の利用に係る課題や問題点の洗い出しを行い、今後予定している市民 

や市内事業所への公共交通利用促進の取組（モビリティ・マネジメント）の参考とする 

ことを目的に、市民等に先行して市職員による「公共交通通勤チャレンジデー」を実施 

したもの。 

 

【対象職員】 

一般職員等（任期付職員、再任用職員、派遣職員） 

※保育士消防職,会計年度任用職員,業務委託により当市に派遣されている職員除く 

※可能な範囲での協力をお願いしたものであり、こどもの送迎や、身体上の都合等に

より自家用車でないと通勤が困難な職員を除く 

 

【実施期間】 

    令和 5年 9月～令和6年 1月までの月2日程度 

①毎月第4金曜日 

②市役所庁舎、近隣公共施設等でのイベント開催により混雑が予想される日 

 

【実施方法】 

    各職場まで自家用車以外の交通手段で通勤する。  

    ※健康増進 ・ ゼロカーボンシティ宣言の達成に向けた環境負荷の低減にもつなが 

ることから、「自転車」・「徒歩」で通勤した場合でも、公共交通通勤チャレンジデー 

に参加した取扱いとした。 
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３. 「公共交通通勤チャレンジデー」 プレスリリース 
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《本市の現況》 《本市の課題》

方針１
公共交通通勤チャレンジデーの趣旨・目
的の更なる周知

公共交通の維持・確保に対する意識醸成としての「モビリ

ティ・マネジメント」の更なる推進

健康増進や環境負荷低減につながる取組であるため、公共

交通のほか、自転車利用の推奨等、総合的な取組を展開

方針２
公共交通通勤チャレンジデーの在り方に
ついて

実施日を定めるのではなく、「月〇回や、週〇回」など、

個人裁量で参加できるよう改善

自家用車でないと出勤できない職員に対する理解の醸成

方針３ 働きやすい職場環境の整備について

働き方改革の推進に合わせ、公共交通を利用して出勤しや

すくなるよう時差出勤やフレックスタイム制の導入検討

公共交通通勤チャレンジデー参加者に対するインセンティ

ブ付与の検討

公共交通通勤チャレンジデー参加状況調査結果から見えて
きたもの

 1回でも公共交通通勤チャレンジデーに参加した職員の割合

・37.3％（183人 / 491人）

公共交通通勤チャレンジデーの趣旨・目的の浸透率

・公共交通通勤チャレンジデー実施前後におけるアンケート調査

において、「公共交通サービスを維持・確保するため、より多

くの人に利用してもらえるよう利用促進の取組を行い、みんな

で公共交通を支えるという気運を醸成することが重要である」

と回答した者の割合

・実施前：82.6％ 実施後：76.8％（△5.8％）

職員が通勤手段に自家用車を選択する理由

・勤務場所まで直接通勤できる交通手段がない

・出勤前後に所要を済ませることができることや乗換を必要とし

ないこと等、速達性や効率性を重視した結果

・自家用車出勤をしている職員の割合：78.6％

路線バス等の運行ルートについて

・通勤時間帯に合う便が無いことや、市内全域を対象に運行して

いるＡＩデマンド交通「なとりんくる」の運行時間は、朝9時

～夕4時までのため出勤時間に利用できない。

・バス停が近くに無いため参加できなかった市内居住職員：11名

・（朝）通勤に間に合う便が無いと回答した市内居住職員：24名

・（夕）通勤に合う便が無いと回答した市内居住職員：12名

課 題

公共交通通勤チャレンジデー参加者数

・公共交通の維持・確保に加え、「エコ通勤」による環境負荷の低減

を主な目的として、自転車や徒歩による参加も認める取扱いとした

が、思うように参加者数が伸びなかった。

公共交通通勤チャレンジデー実施日について

• Ｒ5.9～Ｒ6.1の毎月第4金曜日及び、市役所周辺施設の混雑が予想

される日を「公共交通通勤チャレンジデー」に設定したが、業務繁

忙時期や悪天候に重なり、参加者しがたい状況にあった。

公共交通利用にかかる運賃負担について

• 公共交通通勤チャレンジデーに参加した際の運賃に対する自己負担

公共交通通勤ができない職員の気まずさ

• こどもの保育所送迎や心身上の都合により、自家用車でないと通勤

できない職員より、「気まずさ」を感じることがあったとの声が寄

せられた。

公共交通の運行体系と勤務時間の不整合

• 自宅近くにバス停が無い職員がおり、自宅まで迎えに来るＡＩデマ

ンドバス「なとりんくる」を利用しようとすると、出勤時間8：30に

間に合わない、また帰宅時間17：15～には運行を終了している。

《今後の方針》

４. 公共交通通勤チャレンジデーの現状・課題、今後の方向性 
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【Point】 

・半数以上の職員が市外から通勤している状況。 

・自宅から鉄道駅までの一次交通として自家用車や路線バス 

等を利用する必要がある市町村もあり、自家用車通勤と比 

較し、公共交通を利用した方が、通勤時間が伸びるケース 

が見受けられた。 

要時間を 

0.8%

22.2%

22.7%

19.9%

25.5%

8.9%

10代 20代 30代 40代 50代 60代

48.5%51.5%

名取市内 名取市外

５. 参考データ 

（１） 年代について（R6.2.1 時点） N＝392 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（2） 居住地域について（市町村別） N＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答件数 割合（％） 

10 代 3 0.8％ 

20代 87 22.2％ 

30代 89 22.7％ 

40代 78 19.9％ 

50代 100 25.5％ 

60代 35 8.9％ 

70代 0 0 

計 392 100.0％ 

選択肢 回答件数 割合（％） 

名取市 190 48.5％ 

仙台市 160 40.8％ 

岩沼市 21 5.5％ 

柴田町 4 1.1％ 

亘理町 3 0.8％ 

塩釜市 3 0.8％ 

多賀城市 3 0.8％ 

大河原町 2 0.5％ 

角田市 1 0.2％ 

村田町 1 0.2％ 

美里町 1 0.2％ 

富谷市 1 0.2％ 

利府町 1 0.2％ 

大崎市 1 0.2％ 

県外 0 0 

市外（小計） 202 51.5％ 

計 392 100.0％ 



5 

【Point】 

・増田地区に居住している職員が多く、なとりん号路線が名取駅を中心とし

た運行ルートとなっているため、公共交通を利用できるが、利用した場合、

通勤時間が増える傾向にある。そのため、普段自家用車通勤の職員の多くは

徒歩や自転車で公共交通通勤チャレンジデーに参加した。 

・増田西地区など、西側の地区においてなとりん号や宮城交通の路線バスで

通勤する必要があり、乗継ぎが発生してしまうことから、手軽に移動できる

自家用車利用に流れてしまった。 

26.3%

9.5%

14.2%

6.3%

1.6%

3.6%

10.5%

7.9%

4.2%

0.5%
1.6%

3.6% 3.2%

1.1% 1.6%

0.0%

3.2%

1.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

74.5%

8.4%

6.4%

4.3%

3.6% 1.0% 1.8%

市役所本庁舎 法務局 保健センター 公民館

学校 図書館 その他

（2-1）市内居住者の居住地区【（2）で名取市を選択】 N＝190 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

（３）勤務場所 N＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答件数 割合（％） 

増田 50 26.3％ 

杜せきのした 18 9.5％ 

増田西 27 14.2％ 

名取が丘 12 6.3％ 

閖上 3 1.6％ 

下増田 7 3.6％ 

美田園 20 10.5％ 

館腰 15 7.9％ 

愛島 8 4.2％ 

愛島台 1 0.5％ 

愛島郷 3 1.6％ 

愛の杜 7 3.6％ 

高舘 6 3.2％ 

ゆりが丘 2 1.1％ 

相互台 3 1.6％ 

相互台東 0 0 

那智が丘 6 3.2％ 

みどり台 2 1.1％ 

計 190 100.0％ 

選択肢 回答件数 割合（％） 

本庁舎 292 74.5％ 

法務局 33 8.4％ 

保健センター 25 6.4％ 

公民館 17 4.3％ 

小中学校 14 3.6％ 

図書館 4 1.0％ 

その他 7 1.8% 

計 392 100％ 
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99.7%

0.3%

有 無

4.8%

36.0%

42.9%

12.0%

3.3% 1.0%

所有していない 1台 2台 3台 4台 5台以上

10.2%

79.5%

9.2%

0.5% 0.3% 0.3%

所有していない 1台 2台 3台 4台 5台以上

(4）運転免許証の有無について N＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (5）世帯における自家用車の保有台数 N＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6）回答者が自由に利用できる自動車の保有台数 N＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答件数 割合（％） 

有 391 99.7％ 

無 1 0.3％ 

計 392 100.0％ 

選択肢 回答件数 割合（％） 

所有していない 19 4.8％ 

1 台 141 36.0％ 

2 台 168 42.9％ 

3 台 47 12.0％ 

4 台 13 3.3% 

5 台以上 4 1.0％ 

計 392 100％ 

選択肢 回答件数 割合（％） 

所有していない 40 10.2％ 

1 台 312 79.5％ 

2 台 36 9.2％ 

3 台 2 0.5％ 

4 台 1 0.3％ 

5 台以上 1 0.3％ 

計 392 100.0％ 
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【Point】 

・本市西部山手団地に居住している職員は、自家用車で通勤している。その職員が公共交通チャレン

ジデーの日に「路線バス」・「鉄道」を乗り継いで出勤したが、乗換えが面倒・運賃が嵩む、余計に時

間が掛かってしまったという声が挙げられている。 

 

・名取市内居住者（N＝190）の内訳 

自家用車 143 名、徒歩 30 名、自転車 12 名、電車 1 名、二輪車 1 名、家族送迎 2 名、その他 1 名 

→子ども送迎など様々な要因はあるものの自家用車中心の通勤実態である。 

78.6%

7.9%

7.9%

3.9% 1.0% 0.2%

0.5%

自家用車 電車 徒歩 自転車

家族送迎 二輪車 乗合せ

2.6%

33.9%

25.0%

19.9%

7.4%

5.9%

5.3%

5分以内 10分程度 20分程度 30分程度

40分程度 50分程度 60分以上

(７）現在の主な交通手段について N＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8）通勤の所要時間について教えて下さい。（行き） N＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答件数 割合（％） 

自家用車 308 78.6％ 

電車 31 7.9％ 

徒歩 31 7.9％ 

自転車 15 3.9％ 

家族送迎 4 1.0％ 

二輪車 1 0.2％ 

乗合せ 2 0.5％ 

計 392 100.0％ 

選択肢 回答件数 割合（％） 

5 分以内 10 2.6％ 

10 分程度 133 33.9％ 

20分程度 98 25.0％ 

30分程度 78 19.9％ 

40分程度 29 7.4％ 

50分程度 23 5.9％ 

60分以上 21 5.3％ 

計 392 100.0％ 
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2.5%

33.2%

21.9%

18.4%

12.0%

5.1%
6.9%

5分以内 10分程度 20分程度
30分程度 40分程度 50分程度
60分以上

8人

23人

40人

63人

0 20 40 60 80

その他（自由記述）

保育所等に子どもを送迎するため

食料品の買い物等の用事を済ませながら帰宅するため

「行き」と「帰り」で道路等の混雑状況が異なるため

28人

1人

5人

16人

28人

35人

46人

51人

57人

67人

155人

195人

0 50 100 150 200 250

その他（自由記述）

駅や、待合所、公共交通車両等の設備がバリアフリーでなく、使いづ

らい。

公共交通の運行状況がリアルタイムに把握できない。

勤務先が公共交通を利用できない（利用し難い）場所にあるため。

人との接触（密）を避けるため。

公共交通は運行されており、通勤にも利用できるが、天候や交通状

況等により自宅・職場に到着する時間が正確に見込めないから。

公共交通手段の乗り換えが面倒であるため。

子どもを保育所等に送迎する必要があるから。

公共交通は運行されているが、通勤時間と合わないため。

自宅が公共交通を利用できない（利用し難い）場所にあるため。

買い物や私用等を済ませながら帰宅するため。

手軽に移動ができるため。

(8）通勤の所要時間について教えて下さい。（帰り） N＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8-1）行きと帰りの通勤時間が異なる場合、その理由について教えて下さい。 

 （複数回答可） N＝134 

 

 

 

 

 

 

(9）自家用車通勤の方に伺います。通勤に自家用車を利用する理由について。 

 （複数回答可） N＝308 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

選択肢 回答件数 割合（％） 

5 分以内 10 2.5％ 

10 分程度 130 33.2％ 

20分程度 86 21.9％ 

30分程度 72 18.4％ 

40分程度 47 12.0％ 

50分程度 20 5.1％ 

60分以上 27 6.9％ 

計 392 100.0％ 

※市内回答者：26/67人（主に西部地区） 

 ※市内回答者：34/57人（主に西部地区） 

 

※交通結節点での、乗継環境整備が求められる。 

※バス停近くに喫煙所があり、受動喫煙防止の観

点から利用したくない。 
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0人

0人

0人

0人

0人

1人

0 1 2

その他（自由記述）

手軽に移動ができるため。

人との接触（密）を避けるため。

自家用車を利用するより経済的であるため。

二酸化炭素排出量抑制のため、自家用車の利用を控えて

いる。

自由に利用できる自家用車が無いから。

10人

1人

1人

2人

6人

12人

15

0 2 4 6 8 10 12 14 16

その他（自由記述）

運転免許証を持っていないから。

二酸化炭素排出量抑制のため、自家用車の利用を控

えている。

公共交通を維持・確保するためには、みんなで公共交

通を利用する必要があるため。

健康増進のため。

自家用車を利用するより経済的であるため。

自由に利用できる自家用車が無いから。

【Point】 

・電車通勤者の多くは、通勤時間帯の道路混雑を避けるため、公共交通で通勤している実態。 

・公共交通運賃について、市内居住者では職場まで乗継等により運賃が嵩んでしまうという意見があ

ったが、「自家用車よりも経済的だから」と回答した者の多くは、市外居住者であり、通勤距離が長

いほど経済的なメリットを受けやすい。 

(10）二輪車通勤の方に伺います。通勤に二輪車を利用する理由について。 

     （複数回答可） N＝１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１１)電車・路線バス通勤の方に伺います。通勤に電車・路線バスを利用する理由について。 

     （複数回答可） N＝31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※回答者 12名全員市外居住（仙台市・美里町） 
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13人

0人

3人

12人

17人

20人

0 10 20 30

その他（自由記述）

運転免許証を持っていないから。

二酸化炭素排出量を抑制するため、自家用車の利用を控えてい

るため。

自由に利用できる自家用車が無いから。

自家用車を利用するより経済的であるため。

健康増進のため。

9/8

148人

9/22

139人

10/6

134人

10/27

137人

11/10

123人

11/24

115人

12/7

109人

12/22

143人

1/12

115

1/26

112

0

50

100

150

200

9月8日 9月22日 10月6日 10月27日 11月10日

11月24日 12月7日 12月22日 1月12日 1月26日

全体 参加者 非参加者 参加率 非参加率

仙台市 160 74 86 46.3% 53.7%

塩竈市 3 1 2 33.3% 66.7%

角田市 1 0 1 0% 100.0%

多賀城市 3 0 3 0% 100.0%

岩沼市 21 10 11 47.6% 52.4%

大崎市 1 0 1 0% 100.0%

大河原町 2 2 0 100.0% 0

村田町 1 1 0 100.0% 0

柴田町 4 1 3 25.0% 75.00%

亘理町 3 0 3 0% 100.0%

利府町 1 0 1 0% 100.0%

富谷市 1 0 1 0% 100.0%

美里町 1 1 0 100.0% 0.0%

計 202 90 112 44.6% 55.4%

市町村別参加率（名取市外）

人数 割合

全体 参加者 非参加者 参加率 非参加率

増田 50 34 16 68.0% 32.0%

杜せきのした 18 14 4 77.8% 22.2%

増田西 27 15 12 55.6% 44.4%

名取が丘 12 4 8 33.3% 66.7%

閖上 3 0 3 0% 100.00%

下増田 7 3 4 42.9% 58.1%

美田園 20 9 11 45.0% 55.0%

館腰 15 5 10 33.3% 66.7%

愛島 8 2 6 25.0% 75.0%

愛島台 1 0 1 0% 100.00%

愛島郷 3 1 2 33.3% 66.7%

愛の杜 7 1 6 14.3% 85.7%

高舘 6 2 4 33.3% 66.7%

ゆりが丘 2 0 2 0% 100.00%

相互台 3 1 2 33.3% 66.7%

那智が丘 6 1 5 16.7% 83.3%

みどり台 2 1 1 50.0% 50.0%

計 190 93 97 48.9% 51.1%

名取市内居住地区別参加率

人数 割合

(１2)徒歩・自転車通勤の方に伺います。徒歩・自転車で通勤する理由について。 

    （複数回答可） N＝46 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１３)公共交通通勤チャレンジデーの参加状況について N＝491 

   （実施日別参加状況） 
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236

241

249

248

263

271

278

240

269

271

1

1

1

49

46

44

42

37

36

35

50

37

35

6

4

3

2

3

2

1

3

3

4

3

4

3

3

3

4

3

6

3

3

8

7

8

7

6

4

4

9

7

7

6

4

5

6

2

2

3

4

1

2

2

2

1

3

1

1

2

4

2

2

54

47

47

50

50

46

40

51

45

41

20

25

23

24

21

20

21

16

17

18

7

11

8

7

6

6

5

9

8

9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1回目

2回目

3回目

4回目

5回目

6回目

7回目

8回目

9回目

10回目

自家用車通勤等の非参加者 二輪車（バイク） ＪＲ東日本

仙台空港アクセス線 仙台市営バス 仙台市営地下鉄

なとりん号 宮城交通 徒歩

自転車 家族送迎

【Point】 

・1 回でも公共交通通勤チャレンジデーに参加した職員の割合：37.3％（183 人 / 491 人）  

未回答

20%

0回

43%

1回

6%

2回

3%

3回

3%

4回

2%

5回

2%

6回

2%

7回

2%

8回

3%

9回

3%

10回

11%

未回答 0回 1回 2回

3回 4回 5回 6回

7回 8回 9回 10回

（参加回数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１４)公共交通通勤チャレンジデー当日の通勤手段について N＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答件数 割合（％） 

未回答   99 人 20.1％ 

0回 209人 42.5％ 

1 回 28人 5.7％ 

2 回 16 人 3.3％ 

3 回 13 人 2.6％ 

4 回 11 人 2.2％ 

5 回 11 人 2.2％ 

6 回 10 人 2.0％ 

7 回 7 人 1.4％ 

8 回 16 人 3.6％ 

9 回 15 人 3.0％ 

10回 56人 11.4％ 

計 491 人 100.0％ 
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【Point】 

・電車通勤者の多くは、通勤時間帯の道路混雑を避けるため、公共交通で通勤している実態。 

・公共交通運賃について、市内居住者では職場まで乗継等により運賃が嵩んでしまうという意見があ

ったが、「自家用車よりも経済的だから」と回答した者の多くは、市外居住者であり、通勤距離が長

いほど経済的なメリットを受けやすい。 

92人

32人

33人

26人

0 20 40 60 80 100

30分程（以上）減少した。

20分程減少した。

10分程減少した。

普段と変わらない。

10分程増加した。

20分程増加した。

30分程（以上）増加した。

【Point】 

・多くの職員が速達性を重視しており、最も早く職場まで通勤できる手段を選択している状況。普段、

自家用車で通勤している職員が公共交通を利用した場合、普段よりも時間が掛かってしまう実態が

あった。 

28人

0人

9人

9人

16人

24人

25人

41人

68人

0 20 40 60 80

その他（自由記述）

駅やバス停、運行車両の設備がバリアフリーではなく使いづらい。

通勤時間に合う路線・便が無く通勤には不向きである。

通勤時間帯の公共交通は混み合うため、コロナ等の感染症を予防

する観点から利用したくない。

職場からバス停や駅が遠く不便である。

乗換が面倒である。

悪天候の時などにリアルタイムの運行状況が把握できず、予定通

り到着するか不安を感じた。

運賃等の移動経費がかかる。

自家用車よりも余計に時間が掛かってしまい非効率である。

※回答者居住地区 

仙台市・名取市（高舘・名取が丘・美田園・館腰・増田） 

 

 

 

 

 

(１５) 公共交通を利用した日の通勤時間は、普段と比較して概ねどの程度増加又は減少 

しましたか。 N＝192 

      

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１６) 実際に通勤手段として公共交通を利用してみて不便と感じた点を教えて下さい。 

    （複数回答可） N＝183 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※速達性・効率性が重視されている。 
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6人

3人

3人

8人

10人

14人

25人

36人

91人

0 20 40 60 80 100

その他（自由記述）

他の職員と一緒に通勤できて、コミュニケーションを深めるきっかけになった。

名取市の美しい風景や魅力等、自家用車通勤では分からない新たな発見があった。

帰宅途中に気軽に飲食店に立ち寄ることができて、息抜きになった。

「なとりん号」に乗車するきっかけになった。

公共交通通勤チャレンジデーに合わせて親睦会等を開催できた。

いつもの通勤手段が、自転車・徒歩・公共交通利用のため特に変わったことは無い。

いつもと違う風景や景色、雰囲気を楽しみながら出勤できた。

適度な運動になった。

※ 自由記述に同様の意見有（4件）

5人

1人

1人

2人

7人

7人

24人

35人

82人

0 20 40 60 80 100

その他（自由記述）

習い事・スポーツジム

映画鑑賞等

友人・知人・親族の訪問

飲食店での飲食（飲酒を伴わない）

散歩・ジョギング

日用品や食料品の買い物

飲食店での飲食（飲酒を伴う）

私用や余暇活動はしていない

28人

6人

7人

15人

32人

46人

0 10 20 30 40 50

その他（自由記述）

友人・知人・他の職員に聞いた。

最寄りの駅やバス停に掲示されている時刻表を確認しに行った。

JRや宮城交通等の公式ホームページから調べた。

毎日の通勤で利用しているため知っていた。

Googleやナビタイム等の経路検索コンテンツで調べた。

（１７）実際に通勤手段として公共交通を利用してみて良かった点を教えて下さい。 

（複数回答可） N＝183 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１8）公共交通による出勤前や退勤後に、何らかの私用や余暇活動をしましたか。 

   （複数回答可） N＝183 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（19）公共交通通勤チャレンジデーで利用する公共交通の運行情報について、知っていま 

したか。 N＝183 
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26人

1人

7人

30人

34人

35人

0 5 10 15 20 25 30 35 40

その他（自由記述）

自家用車通勤から公共交通や自転車、徒歩への通勤に切

替えた。

今後、自家用車通勤から公共交通や自転車、徒歩への通

勤に切替えたい。

不便に感じている点が改善されれば切替えたいと思っ

た。（現状のままでは切替えない。）

不便に感じている点が改善されたとしても切替えたいと

は思わない。

チャレンジデー以外でも公共交通を利用している。

13人

8人

8人

8人

9人

12人

12人

23人

35人

39人

49人

50人

82人

84人

0 20 40 60 80 100

その他（自由記述）

公共交通通勤チャレンジデーの大半は金曜日に開催されたが、曜日設定が都合と合わなかった。

公共交通は運行されているが運行情報（経路・ダイヤ等）が分からない。

心身上の事情（ 妊産婦含む。）により、自家用車で通勤する必要がある。

出勤前後で親の世話や様子を見に行くため、自家用車で通勤する必要がある。

公共交通は運行されているが退勤時（夕）に合う便が無い。

天候不良や議会対応が重なる等、公共交通通勤チャレンジデー開催日が都合と合わなかった。

職場又は自宅付近に公共交通が運行されていない。

公共交通は運行されているが出勤時（朝）に間に合う便が無い。

公共交通は運行されているが運賃などの移動経費がかかる。（自家用車通勤の方が安い）

業務多忙のため、最も効率的に通勤できる自家用車で通勤している。

子どもの送迎や体調不良時の対応など、子育て中のため自家用車で通勤する必要がある。

ワークライフバランスの観点から、最も効率的に通勤できる自家用車で通勤している。

公共交通は運行されているが移動や乗り換えに時間が掛かりすぎる。（公共交通利用は非効率）

※公共交通通勤チャレンジデー実施

日に、台風接近に伴い避難所開

設や、 暴風による列車の運休が重

なり、天候を踏まえた運用を求め

る声が多く寄せられた。

【Point】 

  ・公共交通を利用できる環境にあるものの、子育てのほか、効率性や速達性を重視する結果、 

自家用車通勤が多い実態。 

・その他、帰宅時間が遅くなった場合や、緊急時でも対応できる備えとして自家用車通勤が 

選ばれている。 

 

（20）公共交通通勤チャレンジデー実施後の通勤手段について、当てはまるものに“〇”を 

付けて下さい。 Ｎ＝183 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２１）公共交通通勤チャレンジデーに 1日も参加できなかった方にお伺いします。 

    1 日も参加できなかった理由について、特に当てはまるものを最大3つまで選択し 

て下さい。 Ｎ＝209 
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4.3%

91.1%

4.6%

増加した 変わらない 未回答

3.6%

8.7%

8.2%

48.0%

28.0%

17.6%

26.8%

16.6%

17.6%

15.3%

25.5%

28.0%

22.4%

29.0%

44.6%

26.3%

26.0%

12.5%

20.2%

26.8%

20.4%

21.7%

40.8%

38.2%

7.6%

8.2%

14.8%

3.1%

11.2%

4.3%

9.7%

4.1%

13.3%

16.1%

18.1%

2.3%

2.3%

2.6%

2.3%

2.3%

2.3%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内の行きたい外出先は、公共交通で簡単に行くことができる。

公共交通の乗換案内をインターネットで検索できても紙媒体の時

刻表が欲しい。

自宅の最寄り駅に駐車場があれば、そこに自家用車を停めて、公

共交通を組合わせて利用したい。

職場などで飲み会があった際には、公共交通を利用したい。

自分の都合に合う時間の公共交通があり、所要時間が自家用車と

ほぼ同じでも自家用車を使う。

高齢になって運転が難しくなっても、とりあえず運転免許証は更

新し続けたいと思う。

公共交通で名取市やその周辺を移動するのは、自家用車に比べて

割高であると思う。

とてもそう思う ややそう思う あまり思わない 全く思わない 分からない 未回答

　名取市が運行主体である「なとりん号」は平成20年4月に産声を上げ、市民生活に欠かせない足として運行

してきましたが、日中時間帯の非効率的な運行や、自宅近くにバス停がない交通空白地帯の解消、今後も増加

が予測される高齢者の移動手段の確保といった運行上の課題がありました。

　これらの課題解消を図るため、令和5年10月より「バス路線（なとりん号）」については運行ダイヤ・ルー

トの見直しを行い、さらには、生活路線の代替としてAIデマンド交通「なとりんくる」を実証実験として導入

し、令和6年度から本格運行を行うこととしております。

　人口減少・少子高齢局面にあるほか、新型コロナによる生活様式の変容など、公共交通利用者数は全国的に

減少傾向となっております。市民生活や来訪者の足として欠かせない公共交通を維持・確保し、持続可能なま

ちづくりにつなげていくためには、多くの皆様に公共交通を利用してもらい、みんなで公共交通を育てていくこ

とが重要です。この事を踏まえ、以下の設問をご回答ください。

（２２）公共交通通勤チャレンジデーの実施前後を比較し、公共交通を利用する頻度は増加 

しましたか。 N＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（23）市内を運行する公共交通に対して、ご自身の考え方に最も近いものを5段階の中か 

ら 1つ選択して下さい。 N＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２４）これからの名取市の公共交通についてお尋ねします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答件数 割合（％） 

増加した 209人 4.3％ 

変わらない 28人 91.1％ 

未回答 16 人 4.6％ 

合計 392人 100.0％ 
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1人

6人

38人

94人

120人

159人

210人

301人

0 200 400

その他（自由記述）

誰にとってもさほど重要な役割は果たさない

自分にとって日々の生活のための移動手段としての役割

JRやアクセス鉄道、宮城交通路線バス、なとりん号などの多様な交通手段があり、自由に快

適に移動できることが名取市の魅力の1つとして、まちの発展を支える役割

観光客など、他所から来る人の移動手段としての役割

いざという時に使える移動手段としての役割

自分が自家用車を運転できなくなった時などの日々の生活のための移動手段としての役割

自家用車を運転できない人のための生活のための移動手段としての役割

【Point】 公共交通通勤チャレンジデー実施前後比較 

・自家用車を運転できない人のための生活のための移動手段としての役割と回答した割合  

 実施前：82.6％ 実施後：76.8％（△5.8％） 

・JR やアクセス鉄道、宮城交通路線バス、なとりん号などの多様な交通手段があり、自由に快適に 

移動できることが名取市の魅力の 1 つとして、まちの発展を支える役割と回答した割合 

   実施前：24.5％ 実施後：24.0％（△0.5％） 

 ・自分にとって、日々の生活のための移動手段としての役割と回答した割合 

   実施前：11.5％ 実施後：9.7％（△1.8％） 

45%

45%

4%

6%

費用負担は現状を維持し、その中で公共交通サービスをより充実させるべき

利用促進の取組を行い、みんなで公共交通を支えるという気運を醸成することが重要である

公共交通サービスが悪くなっても構わないので、市民の費用負担を減らすべきだ

未回答

【Point】 公共交通通勤チャレンジデー実施前後比較 

・公共交通サービスを維持・確保するため、より多くの人に利用してもらえるよう利用促進の取組 

を行い、みんなで公共交通を支えるという気運を醸成することが重要であると回答した割合 

  実施前：82.6％ 実施後：76.8％（△5.8％） 

（24）名取市にとって、公共交通はどのような役割を担っていると思いますか。以下の選 

択肢から、特に当てはまるものを3つまで選択して下さい。（最大 3つ） N＝392 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（24-1）名取市における今後の公共交通の在り方について、あなたの考えに最も近いもの 

      を 1 つ選択して下さい。 Ｎ＝392 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76.8％ 

53.6％ 

40.6％ 

30.6％ 

24.0％ 

9.7％ 

1.5％ 



17 

43人

2人

5人

332人

11人

0 50 100 150 200 250 300 350

リニューアルしたなとりん号を利用した

ＡＩデマンド交通「なとりんくる」を利用した

「なとりん号」・「なとりんくる」の両方を利用した

どちらも利用していない

未回答

148人

113人

105人

74人

0 20 40 60 80 100 120 140 160

各々の事情により参加できない職員が気まずさを感じることが

ない雰囲気の醸成が必要不可欠

公共交通を利用して通勤しやすくなるよう、時差出勤や朝の1時

間年休取得促進など柔軟な働き方ができる環境であると良い

エコ通勤に対する補助・インセンティブがあると良い

より自主的に参加できるよう、実施日を「月〇回や週〇回」など

個人で設定できるような裁量があると良い

【Point】（※自由意見抜粋） 

  ・交通系ＩＣカードを利用できるようにしてほしい。 

・「なとりん号」車両が新しく生まれかわり、快適である。 

・バスロケーションシステム等のデジタル技術によって、利便性が向上した。 

・土日祝日の運行便数及び、朝早くと夜遅くの便数を増やしてほしい。 

・「なとりんくる」の指定乗降場所が分かりにくい。 

・「なとりんくる」の運行時間を延長してほしい。 

【Point】 

・公共交通通勤チャレンジデー制度に関する要望よりも、自家用車でないと通勤できない職員に対 

する理解の醸成を求める声が最も高い結果となった。「エコ通勤」の推進にあたっては、様々な事 

情を配慮した上で実施することが重要である。 

（24-2）リニューアルした「なとりん号」・「なとりんくる」を利用しましたか。 

N=392 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（25）公共交通通勤チャレンジデーの在り方に対するあなたの考えに当てはまるものを選 

択して下さい。（複数回答可） Ｎ＝392 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


